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特集 知っちょる？小泉八雲とセツ

2025松江水郷祭 湖上花火大会
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小泉八雲とセツ
ヘルンをたたえる
青少年スピーチコンテスト

小学生から高校生による八雲の英文作
品の暗唱発表
9月21日（日）
さんびる文化センタープラバホール

 で検索

小泉八雲朗読のしらべ
本市出身の俳優・佐野史郎氏とギタリ
スト・山本恭司氏が音楽と朗読で紡ぐ
八雲の世界
11月16日（日）
さんびる文化センタープラバホール
要
                                       で検索

　本市（小泉八雲・セツのドラマをイカしてバケ
る松江推進協議会）は、市民自ら企画した小泉
八雲に関連するイベントを支援しています。
　12月末までに 10 件のイベン
トが市内各所で開催される予定
です。
　詳しくは市HPをご覧ください。

                                             

グ
ッ
ド                

　
　
　
　
　 

可
愛
い

グ
ド
、パ
パ
サ
マ
、ア
ナ
タ
、ノ
、カ
ワ
イ
、

　
　
　
　   

度

テ
ガ
ミ
、３
ト
キ
、ワ
タ
シ
ノ
テ
ニ
、ア
リ

　
　
　
　
　
　
　
　   

笑
い
ま
し
た

マ
シ
タ
、ヨ
ロ
コ
ビ
デ
、ワ
ラ
イ
マ
シ
タ
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　   
焼
津
　
　 

堤
防

セ
ッ
プ
ン
、シ
マ
シ
タ
、ヤ
イ
ヅ
ノ
、テ
イ
ボ
ヲ
、

      

絵
　
　
　
　
　
　
　  
ね

ノ
、エ
、オ
モ
シ
ロ
イ
デ
ス
子
ー
、（
後
略
）

　9月29日から放送開始するNHKの連続テレビ小説「ばけばけ」は、小泉八雲の妻セツが主人公のモデル
になっています。「ばけばけ」の放送を前に、八雲とセツの歩みと松江市の取り組みを紹介します。

問い合わせ／文化振興課  ☎55-5517
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2歳の時に、母とともに父の実家のあるダ
ブリンへ移り、その後大叔母に引き取ら
れる。母がハーンを残しギリシャに帰国。
両親が離婚し、父と生き別れに。
13歳でイギリスの神学校に進学。遊戯中
の事故で左目を失明する。17歳の時、大
叔母の破産のため神学校を中退。
南田町に生まれる。まもなく親戚筋の稲
垣家へ養女に出される。
移民船でアメリカに渡り、シンシナティー
に行く。
地元新聞社の記者となり、混血黒人のア
リシア・フォリーと結婚。
アリシア・フォリーと別れ、ニューオーリ
ンズに移る。
内中原小学校の下等教科卒業後、家庭の
事情で上等教科への進学を断念。実父の
会社で織り子として働く。
鳥取の士族・前田為二と結婚。
前田為二と離婚。
アメリカの月刊誌の記者として、ニュー
ヨークを出発し日本に向かう。
島根県尋常中学校、師範学校の英語教
師として松江に赴任。
ハーンとセツ、北堀町の士族屋敷（現在の
小泉八雲旧居）でともに暮らし始める。
熊本第五高等中学校への転勤に伴い、セ
ツの家族と一緒に熊本へ。
『知られぬ日本の面影』出版

神戸の英字新聞社に転職し、神戸に転居。

帰化手続きが完了し、「ラフカディオ・ハー
ン」から「小泉八雲」に改名。
八雲の帝国大学文科大学講師の辞令発
令により、家族とともに上京。
『怪談』出版

心臓発作により急逝（54歳）

脳溢血により死去（64歳）
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熊本市との連携協定締結
　本市と熊本市は、ともに小泉八雲とセツが
暮らしたまちで「ばけばけ」の舞台になってい
ます。小泉八雲を縁として、両市が学術や観

光などで連携協力
していくために「小
泉八雲を縁とする
連携協力に関する
協 定」を 6 月 28 日
に小泉八雲記念館
にて締結しました。

冊子は市ホームページから
みることができるほか、
文化振興課で配布します。

＜市 HP＞

締結式の様子
（左）大西熊本市長（中央）小泉凡氏（右）上定松江市長

小泉セツの肖像（20 歳頃）
小泉八雲記念館所蔵

セツの虫眼鏡　
小泉八雲記念館所蔵　

小泉八雲の肖像（1889 年）
小泉八雲記念館所蔵　

池田記念美術館所蔵

『KWAIDAN』
初版本書影 
小泉八雲記念館所蔵

1. あげそげばけ ロゴＴシャツ ･･･10人
2. 文庫本用ブックカバー
                  5枚入り（紙製）･･･････ 5人　
3. オリジナルノート（怪談）･･･････ 5人
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小泉八雲とセツが
松江の次に住んだまちはどこ？Qクイズ

1850年 八
雲

Do you know?

ラフカディオ・ハーン、
ギリシャのレフカダ島で
アイルランド人の父とギ
リシャ人の母のもとに生
まれる。

八
雲

セ
ツ

セ
ツ

セ
ツ

1879年

八雲とセツについてもっと知りたい人は

〈応募方法〉
はがきに ①住所 ②氏名（ふりがな） ③電話番号 ④クイズの答え
⑤この記事に関するご感想やご意見
⑥希望するプレゼント(Tシャツはサイズ（S、M、L、LL）も記入 )を書いて
〒690‐8540 松江市末次町 86 番地 松江市役所文化振興課 へ郵送。
10 月 3 日（金）必着。当選の発表は厳正なる抽選のうえ、商品の発送を
もって代えさせていただきます。

12月15日（月）まで
                            で検索

◆市主催イベント

◆市民企画イベント

内容

とき

ところ
HP

内容

とき

ところ

入場料

HP

HP

Koizumi Yakumo & Setsu

募集

HP

プレゼントの内容

ヘルンをたたえる青少年スピーチコンテスト

小泉八雲朗読のしらべ 

小泉八雲をよむ

クイズに答えて
八雲に関連した
プレゼントを貰おう！

（ラフカディオ・ハーン）

冊子
『一から知りたい小泉八雲とセツの物語』

 (全70頁) (令和7年9月1日発行)八雲とセツ  補助金  採択結果 で検索
＜市 HP＞

プレゼント
企画

1.ロゴ Tシャツ

2.文庫本用ブックカバー

3.オリジナル
    ノート

※2、3は小泉八雲記念館提供

八
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レ
ゼ
ン
ト

知っちょる？小泉八雲をよむ 感想文・
詩の作品コンクール
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心臓発作により急逝（54歳）

脳溢血により死去（64歳）
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た
ら
、
後
年
ラ
フ
カ
ジ
オ
・
ヘ
ル
ン
と
夫
婦
に
な
る

こ
と
は
、
あ
る
い
は
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
」と
回
想

し
て
い
ま
す
。

「
国
際
文
化
観
光
都
市｣

松
江

　の
礎
を
つ
く
っ
た
小
泉
八
雲

　
本
市
は
奈
良
市
、
京
都
市
と
並
び
国

際
文
化
観
光
都
市
に
１
９
５
１
年
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
江
国
際
文
化
観

光
都
市
建
設
法
に
は「
松
江
市
が（
中

略
）ラ
フ
カ
デ
イ
オ
・
ハ
ー
ン（
小
泉
八

雲
）の
文
筆
を
通
じ
て
世
界
的
に
著
名

で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
同
市
を

国
際
文
化
観
光
都
市
と
し
て
建
設
し

（
後
略
）」と
記
さ
れ
て
お
り
、
八
雲
の

存
在
が
国
際
文
化
観
光
都
市
に
指
定
さ

れ
る
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
法
律
に
個
人
の
名
前
が
記
さ

れ
る
こ
と
は
非
常
に
珍
し
く
、
八
雲
と

松
江
の
深
い
つ
な
が
り
を
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

『
怪
談
』の
タ
イ
ト
ル
は
出
雲
弁
？

　
八
雲
の
代
表
作『
怪
談
』は
、
セ
ツ
が「
語
り

部
」と
な
り
、
八
雲
が
そ
れ
を
音
で
拾
っ
て
、

文
学
作
品
に
ま
で
磨
き
上
げ
た
も
の
で
す
。

　
セ
ツ
が
本
を
読
み
な
が
ら
話
す
と
、
八
雲
は

「
本
を
見
る
、
い
け
ま
せ
ん
。
た
だ
あ
な
た
の

話
、
あ
な
た
の
言
葉
、
あ
な
た
の
考
え
で
な
け

れ
ば
、
い
け
ま
せ
ん
」と
言
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　『
怪
談
』は
英
語
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
タ
イ
ト
ル
は『KW

AID
AN

』。こ
れ
を「
く
ゎ

い
だ
ん
」と
発
音
し
ま
す
。
セ
ツ
が
話
す
出
雲

訛
り
を
八
雲
が
耳
で
聞
き
と
っ
て
、
本
の
タ
イ

ト
ル
に
し
た
の
で
し
ょ
う
。

熊本市との連携協定締結
　本市と熊本市は、ともに小泉八雲とセツが
暮らしたまちで「ばけばけ」の舞台になってい
ます。小泉八雲を縁として、両市が学術や観

光などで連携協力
していくために「小
泉八雲を縁とする
連携協力に関する
協 定」を 6 月 28 日
に小泉八雲記念館
にて締結しました。

冊子は市ホームページから
みることができるほか、
文化振興課で配布します。

＜市 HP＞

締結式の様子
（左）大西熊本市長（中央）小泉凡氏（右）上定松江市長

小泉セツの肖像（20 歳頃）
小泉八雲記念館所蔵

セツの虫眼鏡　
小泉八雲記念館所蔵　

小泉八雲の肖像（1889 年）
小泉八雲記念館所蔵　

池田記念美術館所蔵

『KWAIDAN』
初版本書影 
小泉八雲記念館所蔵

1. あげそげばけ ロゴＴシャツ ･･･10人
2. 文庫本用ブックカバー
                  5枚入り（紙製）･･･････ 5人　
3. オリジナルノート（怪談）･･･････ 5人

セ
ツ
か
ら
八
雲
へ
の
手
紙

     

（
１
９
０
４
年
8
月
12
日
）

小泉八雲とセツが
松江の次に住んだまちはどこ？Qクイズ

1850年 八
雲

Do you know?

ラフカディオ・ハーン、
ギリシャのレフカダ島で
アイルランド人の父とギ
リシャ人の母のもとに生
まれる。

八
雲

セ
ツ

セ
ツ

セ
ツ

1879年

八雲とセツについてもっと知りたい人は

〈応募方法〉
はがきに ①住所 ②氏名（ふりがな） ③電話番号 ④クイズの答え
⑤この記事に関するご感想やご意見
⑥希望するプレゼント(Tシャツはサイズ（S、M、L、LL）も記入 )を書いて
〒690‐8540 松江市末次町 86 番地 松江市役所文化振興課 へ郵送。
10 月 3 日（金）必着。当選の発表は厳正なる抽選のうえ、商品の発送を
もって代えさせていただきます。

12月15日（月）まで
                            で検索

◆市主催イベント

◆市民企画イベント

内容

とき

ところ
HP

内容

とき

ところ

入場料

HP

HP

Koizumi Yakumo & Setsu

募集

HP

プレゼントの内容

ヘルンをたたえる青少年スピーチコンテスト

小泉八雲朗読のしらべ 

小泉八雲をよむ

クイズに答えて
八雲に関連した
プレゼントを貰おう！

（ラフカディオ・ハーン）

冊子
『一から知りたい小泉八雲とセツの物語』

 (全70頁) (令和7年9月1日発行)八雲とセツ  補助金  採択結果 で検索
＜市 HP＞

プレゼント
企画

1.ロゴ Tシャツ

2.文庫本用ブックカバー

3.オリジナル
    ノート

※2、3は小泉八雲記念館提供

八
雲
と
セ
ツ
の
歩
み

イ
ベ
ン
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

知っちょる？小泉八雲をよむ 感想文・
詩の作品コンクール
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